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球根情勢報告 

12年産ｵﾗﾝﾀﾞ産百合球根在庫表送付にあたり 

 

平素よりお引き立ていただき誠にありがとうございます。 

 

 10 月 22 日に在庫表を発行したばかりですが、あまりにもめまぐるしく相場が変動し、輸出業社/球

根農家間の取引も大きく動いている様です。（動かない為、圃場廃棄という結論に至ったｹｰｽを含む。） 

 

 この為、再びご案内する事に致しました。 

 

A.H/L.Aについては、赤/白/ﾋﾟﾝｸについてはどうやら底を打ったようで、これ以上の下げは、よほど

の事が無い限り起きない様です。 

 

＊ご注意ください。いくつかの品種で、10月より上昇・下降しています。 

 

ｵﾚﾝｼﾞ/黄についてもこれ以上の『下げ』は少なくとも球根農家/輸出業社間では起きない様です。 

 

＊ご注意ください。特に黄色が下がっています。 

 

各々の輸出業者毎に在庫のﾎﾟｼﾞｼｮﾝが違う様で、ﾅｰﾊﾞｽになって価格を下げてしまう輸出業者がある様

です。 

 

弊社の場合『安いところから買う』のではなくて、『方針のはっきりした/素性のはっきりした物を』

扱っていただくつもりでおりますので、『仕入先のブレ』は起きておりません。 

 

12年産ｵﾗﾝﾀﾞ産 A.H/L.Aをしっかり確保しておきましょう。 

 

13年産南半球産 A.H/L.A分、13年産ｵﾗﾝﾀﾞ産 A.H/L.A促成分まで、上手な確保を進めておいてくださ

い。 

今月いっぱいが最大のチャンスだと考えられます。 

 

O.H/O.Tについては、10月段階の相場の下げで、それまで仕入れを控えていた国が一斉に確保に入っ

たそうです。 

『底を打った』という意見がある一方、ﾛﾋﾞｰﾅ・ﾄﾞﾅﾄ・ｺﾝｶﾄﾞｰﾙなど消費新興国向けの品種・価格が、

上昇に転ずるどころか、むしろ下げ気味となっている。 

新しい品種で売り切れていた品種の新規受注可能在庫も出てきている。 

 

まだ様子が掴めません。 

 

ﾖｰﾛｯﾊﾟ市場で重要な白ｵﾘｴﾝﾀﾙ『ｻﾝﾃﾝﾀﾞｰ』の不安定さが、白ｵﾘｴﾝﾀﾙの球根価格、方向感を作れない、

という影響を与えている様です。 

 

酷暑期に定植される白ｵﾘｴﾝﾀﾙの中で、この品種を上回る上根発根力・伸長力を持っている品種は少な

く、そういった意味では、ｼｸﾞﾅﾑ以上に重要度の高い品種と言えます。 
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前回の『ｽﾄﾗｲｶｰ』の照会に似ている話なのに、出す結論が違う事例として紹介したい。 

＊ﾄｯﾌﾟﾗﾝｸに位置付けられる球根栽培農家が作った球根。（6％。例のﾔﾂ） 

＊普通ﾗﾝｸの球根栽培農家が作った球根。（1％以下。例のﾔﾂ） 

抑制栽培 6～9月上旬定植期（東日本/西日本） 

さあ、どちらの球根が良い仕事を、この品種、この作型の場合、するのでしょうか？ 

 

結局、ﾘｱﾙﾄ病が発症しやすくｱﾝﾃﾅ咲きの出やすいｼｸﾞﾅﾑよりもｻﾝﾃﾝﾀﾞｰの重要度が見直された年となっ

ています。 

全ての品種ｻｲｽﾞで、これらの判断を繰り返し行わなければいけません。難しいです…。 

 

（ちなみに、このｹｰｽだとほぼすべての輸出業者は良い球根農家の球根を確保すべきだというｱﾄﾞﾊﾞｲ

ｽになりますし、実際そういう仕入れを行っているそうです。） 

 

『あくまでも 12年産ｵﾗﾝﾀﾞ産ｻﾝﾃﾝﾀﾞｰの場合です。』 

『そして、切花農家がしっかり芽伸し・気温管理をしてくれた場合です。』 

 

気が付いたら、 

①ｼﾍﾞﾘｱ EVR 

②ｼﾍﾞﾘｱ HCL 

③ｼﾍﾞﾘｱ MAK 

④ｼﾍﾞﾘｱ J.W.ｾﾚｸﾄ 

⑤ｼﾍﾞﾘｱ VOF 

⑥ｼﾍﾞﾘｱ HLCTL 

⑦ｼﾍﾞﾘｱ TL 

⑧ｼﾍﾞﾘｱ MAK2L 

⑨ｼﾍﾞﾘｱ TUBO 

９ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝの球根を作型毎に、球根切花産地毎に、お勧めする取引となっていました。 

 

結果的に EVR/TLという生産農家/ﾛｯﾄの特定が難しかったｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝの球根も取扱ﾛｯﾄ数が減少し、ずい

ぶん品質改善をしたという実感を持っています。 

 

作型毎に使用するｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝを変えることによって、結果的に EVR/TLについても、ﾛｯﾄの絞り込みが進

み安定感が出てきた様です。 

○促成作型で成績を上げた J.W.ｾﾚｸﾄ。 

○超抑制作型で成績を上げた VOF。（あくまでもｼﾍﾞﾘｱについてです！） 

○草姿・花形で評価を受けた HLC/HLCTL。（ﾊﾞｲﾗｽ問題は除いて…） 

 

『分散、そして選択と集中』が、結果的に平均品質を上げる効果が得られたことは嬉しかったです。 

 

『万能』な球根はありません。特徴を上手に使いましょう。 

 

詳細はお問い合わせください。                            森山隆 

  

  


